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(57)【要約】
【課題】アクチュエータの構成部品の摺動に起因する摩
擦を低減して、アクチュエータのスムーズな動作と長寿
命化を図ること。
【解決手段】アクチュエータ５が、モータ１０によって
軸周りに回転するボールねじ軸２１ａと、ボールねじ軸
２１ａの回転に伴って軸方向に移動する、このボールね
じ軸２１ａに設けられるボールねじナット２３ａと、ボ
ールねじナット２３ａに取り付けられる連結部材２４と
、連結部材２４を軸周りに回転不能としつつ軸方向にガ
イドするガイド部材２７と、可動シーブ４を固定シーブ
３側に付勢するアーム２９と、を備え、ガイド部材２７
には、連結部材２４をガイドする切欠き溝２８が形成さ
れており、この切欠き溝２８は、連結部材２４のアーム
２９との連結側に、連結部材２４と摺動する平行部３０
と、連結側と軸方向反対側に、連結部材２４と摺動しな
い拡幅部３１とを有する無段変速機用アクチュエータを
構成する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固定シーブ（３）とこの固定シーブ（３）と対をなす可動シーブ（４）とを有するプー
リ（２）と、前記可動シーブ（４）を前記固定シーブ（３）に対して軸方向に接離させる
アクチュエータ（５）と、を備えた無段変速機用アクチュエータにおいて、
　前記アクチュエータ（５）が、モータ（１０）の駆動力によって回転する回転部材（２
１）と、前記回転部材（２１）の回転によって軸方向に変位する出力部材（３６）と、前
記出力部材（３６）を軸周りに回転不能としつつ軸方向にガイドするガイド部材（２７）
と、前記出力部材（３６）に固定され、前記可動シーブ（４）に対して相対回転可能、か
つ前記可動シーブ（４）の軸方向の両方向に荷重を伝達可能に接続されたアーム（２９）
と、を備え、
　前記ガイド部材（２７）には、前記出力部材（３６）をガイドする切欠き溝（２８）が
形成されており、この切欠き溝（２８）は、前記出力部材（３６）の前記アーム（２９）
との連結側に、前記出力部材（３６）と摺動する平行部（３０）と、前記連結側と軸方向
反対側に、前記出力部材（３６）と摺動しない拡幅部（３１）とを有することを特徴とす
る無段変速機用アクチュエータ。
【請求項２】
　前記出力部材（３６）が、前記回転部材（２１）を受ける変位部材（２３）と、前記変
位部材（２３）に対して固定されて前記ガイド部材（２７）によってガイドされるととも
に、前記アーム（２９）に接続される連結部材（２４）と、を備えたことを特徴とする請
求項１に記載の無段変速機用アクチュエータ。
【請求項３】
　前記回転部材（２１）がボールねじ軸（２１ａ）で、前記変位部材（２３）がボールね
じナット（２３ａ）である請求項２に記載の無段変速機用アクチュエータ。
【請求項４】
　前記拡幅部（３１）が、前記平行部（３０）と連続するテーパ面によって構成された請
求項１から３のいずれか1項に記載の無段階変速機用アクチュエータ。
【請求項５】
　前記平行部（３０）の内面に、前記切欠き溝（２８）の溝幅を部分的に拡大する拡大部
（３５）を形成した請求項１から４のいずれか1項に記載の無段階変速機用アクチュエー
タ。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか１項に記載の無段変速機用アクチュエータで前記可動シーブ
（４）を移動させる無段変速機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えば小型二輪車等の車両に用いられる無段変速機用アクチュエータ及び
無段変速機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無段変速機は、主動側プーリ、従動側プーリ、及び両プーリ間に巻き付けられた伝達ベ
ルトを有し、両プーリをそれぞれ構成する固定シーブと可動シーブとの間の距離を変える
ことによって主動側プーリ及び従動側プーリに巻き付けられた伝達ベルトの巻き径を連続
的に変えることによって、変速比を無段階で調整し得るようにしたものである。
【０００３】
　この可動シーブを固定シーブに対して接離させるために、例えば特許文献１に示すよう
に、遠心ローラ式の駆動機構を採用することがある。この駆動機構は、本文献の図３等に
示すように、出力軸の回転が上がると、遠心力によって遠心ローラ３が外側に移動し、バ
ネ１０の付勢力に抗して、クラッチ板８をプーリ１ａ（可動シーブ）側に押し付ける。こ
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のプーリ１ａの押し付けによって、プーリ１間（可動シーブと固定シーブとの間）の間隔
が狭くなり、変速比が変更される。
【０００４】
　この遠心ローラ式の駆動機構は、遠心力の作用で移動した遠心ローラによって間接的に
プーリを駆動するため、例えば遠心ローラの動きに引っ掛かり等の不具合が生じると、プ
ーリの高い駆動精度を得ることができない。この場合、エンジンの回転数や速度に対応し
て最適な変速比とすることができず、駆動系における高い燃費向上効果が得られないとい
う問題がある。そこで、特許文献２、３においては、可動シーブを遠心ローラではなく、
モータを駆動源とするアクチュエータによって直接駆動する構成を採用している。
【０００５】
　特許文献２に係る無段変速機は、本文献の図１等に記載のように、モータ１０２の回転
軸１０２ａを軸周りに回転させることによってナット部材１０７を回転させる。このナッ
ト部材１０７を回転させると、このナット部材１０７と噛み合うねじ軸１１１が軸方向に
変位する。このねじ軸１１１の変位に伴って、押圧部材１１７も同方向に変位し、フォー
ク部材３００を所定方向に回動させる。この回動に伴って可動シーブ２０７が押圧されて
、可動シーブ２０７が固定シーブ２０３に接近する。
【０００６】
　特許文献３に係る無段変速機は、本文献の図４等に記載のように、アクチュエータユニ
ット９０により出力軸９１を駆動させて、その駆動方向にアーム部材１２０を進退させる
ことによって、可動プーリ６２を移動させる。アーム部材１２０は、連結部材１３０を介
してアクチュエータユニット９０の出力軸９１に連結される。
【０００７】
　特許文献２に係る構成においては、軸方向への駆動にねじ軸１１１を用いており、この
ねじ軸１１１がねじ軸室１０１ｂ内において、軸線方向への相対移動を許容しつつ、相対
回転を阻止するようにするために、回り止めを設けなければならない（本文献の段落００
４６参照）。そのため、アクチュエータの構成が煩雑になる問題がある。また、ねじ軸１
１１の回転によって駆動させる機構のため、この回転に伴うモーメントが周囲の部材に負
荷され、この部材の短寿命化を引き起こす問題もある。
【０００８】
　また、特許文献３に係る構成においては、アクチュエータユニット９０とアーム部材１
２０を、組み付け時及び部品交換時の度に着脱しなければならず、作業性が低下するとい
う問題がある。
【０００９】
　本願の出願人は、特許文献２、３に係る無段変速機におけるこのような問題点を鑑み、
本願発明に係る図面の図１に示す無段変速機を発明した。この無段変速機は、エンジンの
出力軸側に接続される主動軸１と、主動軸１に設けられる主動側プーリ２と、主動側プー
リ２を構成する固定シーブ３と可動シーブ４を互いに接離するアクチュエータ５と、車輪
に動力を伝達する従動軸６と、従動軸６に設けられる従動側プーリ７と、主動側プーリ２
の回転力を従動側プーリ７に伝達する伝達ベルト８と、を主要な構成要素としている。
【００１０】
　主動側プーリ２を構成する固定シーブ３と可動シーブ４には、対向するテーパ面がそれ
ぞれ形成されている。固定シーブ３に対して可動シーブ４を軸方向に接離することによっ
て、両シーブ３、４間の距離が変化し、この主動側プーリ２で駆動される伝達ベルト８の
回転半径を連続的に変化させるようになっている。
【００１１】
　アクチュエータ５は、モータ１０の回転出力を平行軸減速機１３で減速し、その減速し
た回転出力によって、回転部材２１としてのボールねじ軸２１ａを軸周りに回転させる。
このボールねじ軸２１ａには、変位部材２３としてのボールねじナット２３ａが設けられ
ている。このボールねじナット２３ａには、図２、３に示すように、連結部材２４が固定
されている。この連結部材２４は、図６に示すガイド部材２７に形成された切欠き溝２８
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に嵌め込まれる。モータ１０の駆動によって、ボールねじ軸２１ａを軸周りに回転すると
、このボールねじ軸２１ａに設けられたボールねじナット２３ａが、ボールねじ軸２１ａ
に対して軸周りに相対回転する。
【００１２】
　上述したように、このボールねじナット２３ａは連結部材２４によって固定されており
、しかも、この連結部材２４は減速機ケース１２に固定されたガイド部材２７に嵌め込ま
れているため、ボールねじナット２３ａは減速機ケース１２に対して軸周りに回転するこ
となく、軸方向（図１中に示す矢印の方向）に進退する。この進退に伴って、図２に示す
連結部材２４の網掛け部分及び矢印で示す範囲（本図中に符号Ａを付した部分及び範囲）
、及び図６に示すガイド部材２７の矢印で示す範囲（本図中に符号Ｂを付した範囲）が互
いに摺動する。この連結部材２４は、アーム２９の一端側に固定されており、アクチュエ
ータ５を駆動すると、アーム２９に連結された可動シーブ４が固定シーブ３に接離して、
プーリ２の変速比が変更される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】特開２００４－２５７４５８号公報
【特許文献２】特開２００９－７９７５９号公報
【特許文献３】特許第５２４１６４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　図６に示すガイド部材２７を用いた場合、連結部材２４とガイド部材２７が、ガイド部
材２７の軸方向全長に亘って摺動するため、摺動抵抗による摩擦が生じ作業効率が悪いと
いう問題がある。また、摺動部の摩耗によって生じた摩耗粉がボールねじ軸２１ａとボー
ルねじナット２３ａの間の隙間に入り込み、アクチュエータ５が短寿命化する問題が生じ
得る。
【００１５】
　そこで、この発明は、アクチュエータの構成部品の摺動に起因する摩擦を低減して、ア
クチュエータのスムーズな動作と長寿命化を図ることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　この課題を解決するために、この発明においては、固定シーブとこの固定シーブと対を
なす可動シーブとを有するプーリと、前記可動シーブを前記固定シーブに対して軸方向に
接離させるアクチュエータと、を備えた無段変速機用アクチュエータにおいて、前記アク
チュエータが、モータの駆動力によって回転する回転部材と、前記回転部材の回転によっ
て軸方向に変位する出力部材と、前記出力部材を軸周りに回転不能としつつ軸方向にガイ
ドするガイド部材と、前記出力部材に固定され、前記可動シーブに対して相対回転可能、
かつ前記可動シーブの軸方向の両方向に荷重を伝達可能に接続されたアームと、を備え、
前記ガイド部材には、前記出力部材をガイドする切欠き溝が形成されており、この切欠き
溝は、前記出力部材の前記アームとの連結側に、前記出力部材と摺動する平行部と、前記
連結側と軸方向反対側に、前記出力部材と摺動しない拡幅部とを有することを特徴とする
無段変速機用アクチュエータを構成した。
【００１７】
　このように、ガイド部材の切欠き溝を平行部と拡幅部で構成することにより、平行部で
出力部材を軸方向に確実にガイドしつつ、拡幅部において出力部材とガイド部材との接触
を防止して、この出力部材とガイド部材との間の摺動に起因する摩擦を極力小さくするこ
とができる。しかも、この平行部を出力部材のアームとの連結側（回転部材が設けられて
いる側とは反対側）に形成したので、出力部材と平行部が摺動して摩擦粉が発生したとし
ても、この摩擦粉が出力部材の回転部材側に到達しにくい。このため、アクチュエータの
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長寿命化を図って、長期間に亘ってアクチュエータを安定的に動作させることができる。
【００１８】
　前記構成においては、前記出力部材が、前記回転部材を受ける変位部材と、前記変位部
材に対して固定されて前記ガイド部材によってガイドされるとともに、前記アームに接続
される連結部材と、を備えた構成とすることができる。
【００１９】
　前記各構成においては、前記回転部材がボールねじ軸で前記変位部材がボールねじナッ
トである構成とするのが好ましい。このアクチュエータは、回転運動を直線運動に変換す
るとともに、モータの駆動力のＯＮ・ＯＦＦに対応して、この直線運動の範囲内の所定位
置で正確に停止させる高い制御性が要求されるところ、回転部材としてボールねじ軸を使
用するとともに、変位部材としてボールねじナットを使用することにより、回転運動の直
線運動への変換と、停止位置の高い制御性の両立を図ることができる。
【００２０】
　前記各構成においては、前記拡幅部を、前記平行部と連続するテーパ面によって構成す
るのが好ましい。テーパ面とすることにより、ガイド部材を鋳造成形する際の離型性を高
めることができる。このテーパ面のテーパ角度は、３度以上とするのが好ましい。
【００２１】
　前記各構成においては、前記平行部の内面に、前記切欠き溝の溝幅を部分的に拡大する
拡大部を形成した構成とするのが好ましい。このように拡大部を形成することにより、摩
耗粉が拡大部内に溜まって保持された状態となり、この摩耗粉が回転部材に到達するのを
一層防止することができる。このため、アクチュエータのさらなる長寿命化を図ることが
できる。
【００２２】
　上記各構成に係る無段変速機用アクチュエータを無段変速機に適用することによって、
アクチュエータの内部部品の摩擦を極力低減して、駆動系における高い燃費向上効果を得
ることができる。
【発明の効果】
【００２３】
　この発明では、プーリを構成する可動シーブを固定シーブに対して軸方向に接離させる
アクチュエータが、モータの駆動力によって軸周りに回転する回転部材と、前記回転部材
の回転量を軸方向の変位量に変換する、前記回転部材に設けられる変位部材と、前記変位
部材に取り付けられる連結部材と、前記連結部材を軸周りに回転不能としつつ軸方向にガ
イドするガイド部材と、前記連結部材に固定され、前記可動シーブを前記固定シーブ側に
付勢するアームと、を備え、前記ガイド部材には、前記連結部材をガイドする切欠き溝が
形成されており、この切欠き溝は、前記連結部材の前記アームとの連結側に、前記連結部
材と摺動する平行部と、前記連結側と反対側に、前記連結部材と摺動しない拡幅部とを有
する無段変速機用アクチュエータを構成した。
【００２４】
　この構成によると、平行部で連結部材を軸方向に確実にガイドしつつ、拡幅部において
連結部材とガイド部材との接触を防止して、この連結部材とガイド部材との間の摺動に起
因する摩擦を極力小さくすることができる。しかも、この平行部を連結部材のアームとの
連結側（回転部材が設けられている側とは反対側）に形成したので、連結部材と平行部が
摺動して摩擦粉が発生したとしても、この摩擦粉がボールねじに到達しにくい。このため
、アクチュエータの長寿命化を図って、長期間に亘ってアクチュエータを安定的に動作さ
せることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】この発明に係る無段変速機を示す縦断面図
【図２】図１に示す無段変速機のアクチュエータに使用する連結部材を示し、（ａ）は正
面図、（ｂ）は左側面図、（ｃ）は右側面図、（ｄ）は平面図
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【図３】ボールねじナットに図２に示す連結部材を固定した状態を示す縦断面図
【図４】図１に示す無段変速機のアクチュエータに使用するガイド部材の一例を示し、（
ａ）は底面図、（ｂ）は（ａ）中のｂ－ｂ線に沿う断面図
【図５】図１に示す無段変速機のアクチュエータに使用するガイド部材の他例を示す縦断
面図
【図６】図１に示す無段変速機のアクチュエータに使用するガイド部材の従来例を示し、
（ａ）は底面図、（ｂ）は縦断面図
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　この発明に係る無段変速機の縦断面図を図１に示す。この無段変速機は、エンジンの出
力軸側に接続される主動軸１と、主動軸１に設けられる主動側プーリ２と、主動側プーリ
２を構成する固定シーブ３と可動シーブ４を互いに接離するアクチュエータ５と、車輪に
動力を伝達する従動軸６と、従動軸６に設けられる従動側プーリ７と、主動側プーリ２の
回転力を従動側プーリ７に伝達する伝達ベルト８と、を主要な構成要素としている。
【００２７】
　主動側プーリ２を構成する固定シーブ３と可動シーブ４には、対向するテーパ面がそれ
ぞれ形成されている。固定シーブ３に対して可動シーブ４を軸方向に接離することによっ
て、両シーブ３、４間の距離が変化し、この主動側プーリ２で駆動される伝達ベルト８の
回転半径を連続的に変化させることができる。
【００２８】
　アクチュエータ５の構成について説明する。無段変速機のモータケース９内にはモータ
１０が設けられ、このモータ１０の出力軸に設けられた出力ギア１１は、減速機ケース１
２に収納された平行軸減速機１３のギアと噛み合っている。この平行軸減速機１３は、出
力ギア１１と噛み合う第一ギア１４と、第一ギア１４と同一の回転軸１５に取り付けられ
た第二ギア１６と、第二ギア１６と噛み合う第三ギア１７とから構成される。この第一ギ
ア１４、第二ギア１６、及び第三ギア１７は、いずれも平歯車である。第一ギア１４及び
第二ギア１６が取り付けられた回転軸１５は、シェル軸受１８によって軸周りに回転自在
に支持されている。
【００２９】
　第三ギア１７の中心には保持軸体１９が嵌め込まれている。この保持軸体１９は、２個
の４点接触玉軸受２０、２０によって、軸周りに回転自在に支持されている。４点接触玉
軸受２０を使用する代わりに深溝玉軸受を使用することもできる。また、軸受の個数は２
個に限られず、１個とすることもできる。保持軸体１９の第三ギア１７に嵌め込まれた端
部と反対側の端部には、回転部材２１としてボールねじ軸２１ａが嵌め込まれている。こ
のボールねじ軸２１ａには固定部材２２がその軸方向と垂直の方向に挿し込まれており、
この固定部材２２によって、保持軸体１９とボールねじ軸２１ａが軸周りに共回りするよ
うになっている。
【００３０】
　ボールねじ軸２１ａには、変位部材２３としてボールねじナット２３ａが設けられてい
る。ボールねじ軸２１ａの外周面には雄ねじ溝が、ボールねじナット２３ａの内周面には
前記雄ねじ溝と同じピッチで雌ねじ溝がそれぞれ形成され、両溝の間には複数のボールが
収納されている。また、ボールねじナット２３ａ内には、ボールねじナット２３ａの一端
側から他端側に至るとともに、この両端で前記両溝に臨む循環路（図示せず）が形成され
ている。前記両溝の間の隙間及び前記循環路を通ってボールが循環することによって、ボ
ールねじ軸２１ａの回転に伴って、ボールねじナット２３ａがボールねじ軸２１ａに対し
て軸方向に相対的に変位する。
【００３１】
　このように、回転部材２１としてボールねじ軸２１ａ、変位部材２３としてボールねじ
ナット２３ａを採用することにより、回転運動の直線運動への変換と、停止位置の高い制
御性の両立を図ることができるが、ボールねじ軸２１ａ及びボールねじナット２３ａの代
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わりに、回転部材２１として滑りねじ、前記変位部材２３として滑りナットをそれぞれ用
いてもよい。
【００３２】
　このボールねじナット２３ａには、図２に示す連結部材２４が固定されている。この連
結部材２４はＨ字形の板状部材であり、図３に示すように、ボールねじナット２３ａは、
連結部材２４に形成されたねじ孔２５にねじ込まれたねじ２６で一体に固定された状態と
なっており、このボールねじナット２３ａと連結部材２４で、モータ１０の駆動力をプー
リ２に出力する出力部材３６が構成される。
【００３３】
　連結部材２４は、図４に示すガイド部材２７に形成された切欠き溝２８に嵌め込まれる
。この切欠き溝２８は、連結部材２４の後述するアーム２９との連結側に、連結部材２４
と摺動する平行部３０と、前記連結側と軸方向反対側に、連結部材２４と摺動しない拡幅
部３１とを有する。この拡幅部３１は、平行部３０に対して３度以上の角度を有し、この
平行部３０と連続するテーパ面となっている。この平行部３０で連結部材２４を軸方向に
確実にガイドしつつ、拡幅部３１において連結部材２４とガイド部材２７との接触を防止
して、この連結部材２４とガイド部材２７との間の摺動に起因する摩擦を極力小さくする
ことができる。
【００３４】
　ガイド部材２７は減速機ケース１２に固定されている。モータ１０の駆動によって、ボ
ールねじ軸２１ａを軸周りに回転すると、このボールねじ軸２１ａに設けられたボールね
じナット２３ａがボールねじ軸２１ａに対して軸周りに相対回転する。このボールねじナ
ット２３ａは連結部材２４によって固定されており、しかもこの連結部材２４は減速機ケ
ース１２に固定されたガイド部材２７に嵌め込まれており、ボールねじナット２３ａは減
速機ケース１２に対して軸周りに回転することなく、軸方向（図１中に示す矢印の方向）
に進退する。
【００３５】
　この連結部材２４は、アーム２９の一端側に固定されている。両者の固定は、連結部材
２４に形成したピン孔３２及びアーム２９に形成したピン孔に、共通の圧入ピン３３を圧
入することによってなされている。このように、連結部材２４とアーム２９を予め圧入ピ
ン３３で一体化しておくことで、アクチュエータ５の組み付け及び分解をスムーズに行う
ことができる。
【００３６】
　アーム２９の他端側には、主動側プーリ２のレリーズ軸受として、２個の複列アンギュ
ラ玉軸受３４、３４が設けられており、この軸受３４、３４を介して、アーム２９が可動
シーブ４を固定シーブ３側に付勢するようになっている。このように軸受３４を介在させ
ることにより、軸周りに回転する可動シーブ４に、この可動シーブ４に対して相対回転し
ないアーム２９で付勢力を与えることができる。複列アンギュラ玉軸受３４を使用する代
わりに、深溝玉軸受を使用することもできる。また、軸受３４の個数は２個に限られず、
１個とすることもできる。
【００３７】
　図４に示すガイド部材２７の平行部３０に、例えば固体潤滑処理層（デフリックコート
）等の潤滑層を形成してもよい。潤滑層を形成することにより、連結部材２４とガイド部
材２７との間の摺動に起因する摩擦を低減でき、固定シーブ３に対して可動シーブ４をス
ムーズに接離することができる。このように潤滑層を形成する代わりに、このガイド部材
２７のうち少なくとも平行部３０の付近の素材に樹脂材を使用することもできる。この樹
脂材は、金属材等の他の素材と比較して高い固体潤滑性を有するため、摺動面に潤滑層を
形成した場合と同様に、固定シーブ３に対して可動シーブ４をスムーズに接離することが
できる。この樹脂材として、例えば、摺動性及び耐熱性に優れるフッ素樹脂等を採用する
ことができる。
【００３８】
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　ガイド部材２７の他例を図５に示す。このガイド部材２７には、図４に示したガイド部
材２７と同様に、切欠き溝２８が形成され、この切欠き溝２８が平行部３０と拡幅部３１
とを有する点で共通するが、この平行部３０の内面に、切欠き溝２８の溝幅を部分的に拡
大する拡大部３５を形成した点において異なっている。この拡大部３５は、図５に示すよ
うに溝状とすることができる。この拡大部３５を形成することにより、連結部材２４とガ
イド部材２７との間の摩擦によって生じた摩耗粉が、拡大部３５内に溜まって保持された
状態となり、この摩耗粉がボールねじ軸２１ａに到達するのを防止することができる。こ
のため、アクチュエータ５の更なる長寿命化を図ることができる。なお、この拡大部３５
の個数（本数）、形状は特に限定されない。
【００３９】
　上記の実施形態はあくまでも一例であって、アクチュエータ５の構成部品の摺動に起因
する摩擦を低減して、アクチュエータ５のスムーズな動作と長寿命化を図るという本願発
明の課題を解決し得る限りにおいて、各部材の形状や配置、素材等は適宜変更することが
できる。
【符号の説明】
【００４０】
１　主動軸
２　主動側プーリ（プーリ）
３　固定シーブ
４　可動シーブ
５　アクチュエータ
６　従動軸
７　従動側プーリ
８　伝達ベルト
９　モータケース
１０　モータ
１１　出力ギア
１２　減速機ケース
１３　平行軸減速機（減速機）
１４　第一ギア
１５　回転軸
１６　第二ギア
１７　第三ギア
１８　シェル軸受
１９　保持軸体
２０　４点接触玉軸受（軸受）
２１　回転部材
２１ａ　ボールねじ軸
２２　固定部材
２３　変位部材
２３ａ　ボールねじナット
２４　連結部材
２５　ねじ孔
２６　ねじ
２７　ガイド部材
２８　切欠き溝
２９　アーム
３０　平行部
３１　拡幅部
３２　ピン孔
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３３　圧入ピン
３４　複列アンギュラ玉軸受（軸受）
３５　拡大部
３６　出力部材

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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